
食事の時間というもの

そうであるように，子どもにとっても

勺時間である。しかし，好き嫌いや偏食がひどい

子どもの中には食事を苦痛と感じている

のではないだろうか。実際に.偏食のひどい子が

、なものを食べて戻しそうになる姿を見て，そ

こまでして食べさせる必要があるのか疑問を感じ

ることがある。また，保育者が好き嫌いをなくす

ということ なりす

いる部分があるかもしれない。本研究ではこ

のような疑問や反省を通して，保育所の給食をもっ

と楽しくしたいという思いが研究の出発点となっ

た。

保育所の食事は乳幼児の身体的な健康

るだけでなく 9 食物や調理への関心を生み

出しヲマナーを含めた食習慣を身につけ，さらに

コミュニウーションを促したり，広くは食文化を

として保育の重要な位置を占めている。こ

のことは現在の保育所の食事が，栄養補給を目的

とした給食から，人間らしい食事へ，さらに豊な

と強調される側面が変'fヒしていることを

している(大江守。

もちろん食事のしつけ，マナーや食事に関わる

を支える大切な側面であり，

のねらいに含まれる内容である。ま

の 市味の体験がその子ども • r警好

169 

事

中村優子

の形成に大きな影響を及ぼすという

闘の食事を考える上で重要な点である

1990.大悶， 1990)。

しかしヲ望ましい食習慣の形成や健康を損う恐

れのある晴好の形成を防ぐためには，子ども

し，食事の持つ本来の楽しさに

づいて保育所の給食を考えることが何よりも

り，これによって，食事告と通して生まれる

重な体験と心の発達を促すことにもなるのでJふる

(入江ー岩井・北崎。木村守 1993.大江，

給食は，一日の中で子どもにとって最大の楽し

みであると問時に，時として最大の苦しみを与え

る。 例えば子どもの!偏食Jや(小食|をいかド

して治すか，マナーや官慣を子どもにどのように

させるかなどといったことが主眼になればヲ

食事は苦痛を伴う「食べる訓練Jに過ぎなし

となるであろう。「偏食J

が指摘しているように，

い限り，特定の物を

(守田， 1986)， 

いのである。

(HJ93 i 

な病気によるものでな

しミからといつど， ぞれ

3 ころからいわゆる「好き嫌い|をはっきり

い始める。これは幼児の自我の発達による白

ーつの要因であり，これを したり予え

i)鹿児島県姶良郡牧園町立高千穂保育所 所長 永田八重子(現在，大王子勝保)

2) 3)本研究は?平成 8年度 北姶良伊佐大rr地区保育協議会保育所研究大会において，高千穂保育所を"代表

して牟閑雅子が発表したものに考察を加え，牟田と坪井敏純が共同で執筆した。
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つけるような対応は，逆に食欲不振や(島井 9

情緒異常，自律神経失調(大江

反抗心などの感情を引きだし食欲を失い，

を与える(藤沢， 1993)といわれる。

般に幼児の食欲に影響を及ぼす要因にはさま

ダまなものがあり，それぞれが関連し合っている。

例えば( )食物の特徴;食物の味・固さ・口腔感

(2)摂取機能，食事の技術の

どもを混乱に陥れかねず，加え

と保育所との連携も重要なポイントとなる。そこ

本国における子どもの食生活の実態を把

握することで問題を整理しヲ職員間でそ、のことに

ついて

また，楽しさは摂取中枢を刺激し， 子どもの食

欲を促進することから(二木， 1993)，子どもの

き

. 1)ズム;生活時間，

(4)大人のはたらきかけ;偏食など 出す試みを通して，

食事・調理に関する関心，食事 える給食のあり方と

言葉かけ， (5)幼児の心理的発達;幼 なお，本国は，

e 関心，意欲，慣れ， (6) 

をする時の物理的環境， (7)体調;連

などを上げることができる仲村公，

。

，保育所における楽しい食事を創造す

るために?子どもの食欲を引き出す要因を明らか

にし， な援助とはどのようなものか

るためヲ次のような点を中心として本圃

の子どもと保護者を対象に調査

を行った。

多くの場合「偏食Jや「好き嫌い」といった問

な対応があれば就学前

( 6歳頃)にほとんど無くなるようである(金子，

1990 長崎， 1987)。また島井 (1990)は幼児期

の;食べ物の好き嫌いは仲間の影響で変化し，仲間

につられて食べられるようになると述べているが，

る給食は好き嫌いを無くすために，

っているとも言える。

しかし， る関心は保護者と保母，保

み

支
生

を

ノ一
ふ
日
正

ふれる保育所である。

した。

の麓に位置する自

で有名

り，地域の人々も観光と密接に関係しており，保

護者の 3割がホテル関係の勤務についている。

1~2歳児20名(男児

(男児 6名?女児

定員は120名である

10名，女児10名)， 3 

7名)， 4歳児21名(男児9名，

児23名(男児 6名，交児17名)

児12名)， 5 

の園児

が在罰している。

に関すると

保育所におけ'る子どもの食欲については I

での食事の状況，個人の生活のリズムが影響する

ことが考えられるため，保護者にアンケートを

施し，子どもの食生活の実情を調査した。ここで

は生活時間，朝食，親の偏食や食事への関心によ

る影響などを中心に質問をした。

，保母と調理担当者の間にズレがあった

中で給食の位置づけが様々なために個

きい子どもの食事に対して，保育所内で

した対応が函難になる場合も少念くない。そ どもの登問時に個別に回収した。同

り，

の;さ11未で保育所の職員間での子ども

調査期間平成 8年5月

は100%

つ であった。
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表 1!式予二子どもの起床時刻，就寝時刻，及び睡

眠時間の調査結ノ可さである。就寝時刻が午後9時以

前の子どもは20.8%と少なくち午後日時以降に寝

る子がTI人人(約39.0%)と，非常に多い。

この原岡の一つは宮本国の地域が観光地てPあり， る，励ます，味付けを変えるといったような

ホテル従業員が多いことが上げられる。

つまり帰りが遅い父を子どもが待っているためヲ

と笠間時実ljに影響することになる。

木戸(の報告では乳幼児の90%が 8時ま

でに起床している。本国では表 1の起床時刻

られるように，午前 8時以降が41.6%と比較的遅

い。 起床時刻が:ilIいため，朝食は遅くなり，午前

中の活動時間も少なくなって，結果として食欲も

わかないことになる。睡眠時間合見ると， 9時間

以下が20%弱な点は気になるところである。

表 1 幼児の生活時間

12.5%が朝食をとらないことがあると

木戸(199:i) あるがヲヰ:屈でも朝食を毎

臼とらない子どもはいないが， nO%カf時々

ている(表 2)。朝食を副食べなかったり極端に遅

く食べて笠間する子，好きな物を好きなだけ

る子など子どもをとりまく環境は，さま Pま じ め つ

た。

3.eは，子どもの嫌いな食物を食べさせるか

どうかの問に対して， 85.7%は少しでも食べさせ

るようにしていると答えており， を変え

をしている。これは偏食の治療法(武原町山内伊

水野・土井守原田@西川ヲとして効果的な

といえるものである。二子どもが食事を食べよ

うとしないときの母親の対応について宮前 e 山崎箱

柳 (1992)の締究では， 41.1%が時間をかけて

べさせると答えており，また子どもの年齢に応じ

て異なる対応、がみられるようである。

表 3 幼児の嫌いな食べ物は食べさせますか(人数)

しかし?母親の嫌いな食物については(表 4入

料理として出てこないケースが22%あり(献立に

入れないが18.2%と作る回数が少ないが3.89ら)， 

母親のl啓好が子どもの味や食品の経験に影響して

いる家庭も少なくないようである。 ただし，これ

ちに栄養摂取に問題が起こるわけではなく.

異なる調理法や別

も多いので，それは

ないかと忠われる。加え

は調理の楽しみを奪い.

きているケース

ることはなしミのでは

をイ午ること

を悪くする

表 4 お母さんの嫌いな食べ物IJ:幼児に食べさせますが(%)

親親はも食べないが，幼児には食べさせる 22.1 
;食べるように努力している 3.9 

全 く 献立 に入れな l、 18.2 

作 る 住tl 数 ヵτ 少 な v、 3.9 
幼児は好きなので食べる 3.9 
i親 偏 食: l土 な 、v、 0η0rZi 2 

不 明 13.0 
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原因にもなるだろう。これはかなり辛い状態であ

り，実行するにはそれなりの意識改革が必要とな

る。

そこで本園では深刻な偏食だけは避けたいとい

う思いから，まず家庭と園とが協力して食事を見

直すことにした。まず家庭教育学級で 1年間子ど

もの食事について研修に取り組んだ。 5月に講演

会を聞き，食べるということの意味，朝食の重要

性，偏食の及ぼす影響，乳幼児期の食事の大切さ

について研修を行った。残念ながら，数日後のア

ンケートでは，朝食を食べて来ない子どもが10人

もいた。保育者からの訴えがなかなか改善に結び

つかないのが現状であるが，逆に家庭の役割だと

して保育所がその現状を放置してよいわけではな

い。ある意味ではこれまでの育児観を見直し，子

育てに対する家庭の機能が変化していることを認

識して，保育所のありかたについて議論すべきで

あろう。

7月には園での食事に関心をもってもらうため

に食事のサンプル展示を始めた。お母さん方から

「毎日の献立に役立てている」などの芦を耳にす

るようになった。

2.野菜づくりと食欲の関係について

多くの園で野菜などの栽培体験が食欲を引き出

す効果を持っていることが報告されている。そこ

で本国でも，野菜作りに挑戦をした。

方 法

実施時期平成 8 年 5 月 ~9 月

対象園児 4・5歳児

栽培方法 圏内の畑に，枝豆，プチトマト，大

根，きゅうり，人参の種を子どもが蒔き，水ゃり

ゃ草取りなどの世話をしながら，成長の過程を観

察した。収穫も園児と保母で行った。

結果と考察

収穫したものは給食の食材として利用した。枝

豆は思ったよりたくさん収穫でき，ゆがいた枝豆

は大変よく食べた。大根や人参は煮物に入れたが，

夏大根ということで苦かったこともあるが，子ど

もは嫌いな野菜などは自分達で作つでもあまり食

べない結果に終わった。ただし煮物が苦手な子ど

もが多く，調理法にも問題があったように思える。

しかしこの栽培の過程は子どもに対して，自分

達の食べる食品がどのようにしてできるかという，

食物や調理に関する興味・関心を生み出した効果

は大変大きかった。加えて野菜の成長に驚き，収

穫の喜びを表した子どもの姿から，自然や生命の

不思議さ，育てる喜びを覚える絶好の機会(竹林，

1990)となったようである。

栽培でその食物を知ることによって，未知のも

のに対する不安を減少させる効果が期待でき，食

べるきっかけとなると考えられる。しかし，逆に

飼育や栽培がそのものを深く知ることで食欲を失

わせる場合もあることを忘れてはならないし，栽

培は食欲に対する副次的な効果ととらえておくこ

とが妥当であろう。

3.調理の工夫と食事環境の効果について

3歳未満の幼児にとって，好き嫌いはその食べ

物が嫌いというより食べにくいものであり，調理

形態が不適切な場合も多い(藤沢， 1993.三木，

1993)。豊富な味の体験は将来の晴好に重要な影

響を及ぼすといわれているが(金子， 1990.二木，

1993)，食べないことは無用な危険から幼弱な自

分を守る子どもの防衛手段とみなすこともできる

という見方もある(島井， 1990)。そこで，同じ

食材で調理法を変えて，その効果を調べた。

さらに保育所での子どもの食欲に及ぼす物理的

な食事環境について調査した。食事環境について
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は大江 (l993)が指摘しているように，ほとんど

の保育所では食事をする専用の食堂やランチル、

ムがなく，食事の雰囲気作りが難しい。環境を変

えること どもの食欲が引き出されること

にも埋解できるが(入江・他， 1995.近藤 9

1987)，本研究では同じ料理を屋外と屋内で

し，その効果を比較した。

調査期間

法

8 年 4 月~1O月

園児全員

き 保育所における通常の給食の範囲で，

幼忠の苦手な食品で調理方法を変えて比較した。

調理の工夫のしかたについては年齢別に表5，6， 

'7. 8 ~こ示した。またクラスのなかで，特に偏食

の傾向を示す気になる子に注目して，その変化を

みることにした(各去の個人記諒)。

個人記録についてはラそ『の子どものこれまでの

好き嫌いの特徴を明確に示す資料がないため，調

.Fg:lの工夫による を充分に分析することはでき

なかった。ただこの調査で取り上げた料理は多く

どもが苦手としてきたものであり，調理方法

として考察の一部に加えた。

次に環境変化の効果として，同じ食品や調理法

に関して?食事をする環境を屋外(戸外にテーブ

ルを出した)と屋内(保育室)で比較し，子ども

の食事量を調査した。ただし偶人記録は屋内だけ

る。

このような研究では，日常の給食でわざわ

どもの嫌いな食品や食べに〈いものを出して実験

をすることは原則として許されることではない。

この間究はあくまでも特別な実験を組んで行った

ものではなく， ;Bv字誌の給食の範闘で調査したもの

である。
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8 ~ニヲ クラス

':J 

めた。 10.ム， X_lはそのクラス T三

量を示しているが， 0は全部，もしくはほとんど

，ムは半分ほど食べた xは少しの量しか

かったことを意味している

内のみの結果である)。 以下に，年齢別の考察を

った。

(1) 1 ~. 2歳児

1 ~ 2歳児クラスの食事の状況では，特に

くするという点を重視し，まず材料を/トさく

切る効果を見た。野菜妙めの卵とじはタラス

でみても小さく切ったことでよく食べたようだ。

個人記録でも，五日煮の方もあまり食べない_I，

iBJもよく食ぺている。煮しめ，牛肉いりさん

ぴらといったものもよく煮込む，よく!タめるとしミっ

た食べやすくする工夫が効果を持つことが示峻さ

れた。

食事場所(環境変化)の効果についてはヲ 1 ~~ 

2歳児では好まれない料理を出す回数が特

かったので明確ではないが，屋外で:食べても罵内

も1~ 2歳児の食欲の変化はあまりみら

れないように感じられた。

むしろ声をかけて，食べようとする意欲をもた

せる関わりが効果的であった。仔uえば :00色ャ

んのお口大きいな」ゃ 100ちゃ人，お

られて，えらいね。」などである。

このような保母の声かけの効果については，

までは大人のリードによって，促され

という発達的な特徴があり(長崎ヲ 189'7入

(は乳児や年少児はおだてたり，気分を変

える，注意をそらすといった声かけが行われて¥1'. 

ると報告している。この点は本研究でも類似した

を得た。
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ついて)

2歳児の Jは材料を小さく切る事によって，

以前は食べなか wった野菜類も食べられるようになっ

た。 1 I-BJ も "ミ
たが6月あたりからほとんど食べなくなった。原

1J~1 ははっきりしないが，小さく切っても食べやす

く煮込人/だりしても食べたくないもの

ょうとしない。かろうじて豆腐や卵

I CJは小さく切る工夫でよく

。2

ように

なった。

1 -~ 2歳児の中で偏食の多い子は，その母親に

聞いてみるとあまり離乳食の期間がなかったりヲ

らなかったといった答が多く返、ってきた。 味覚

台は離乳期に有り(金子， 1990)，離

れば，味覚の*高

らず偏食の原因になりやすいといわれ νてい

も偏食が多い子は乳児

きな原因になっているようで，

ろいろな昧を覚えさせることの

後 5岡 ，--， 2歳児の食事状況

表6満 3歳児の食事状況

五日煮

自主笠
ム

J~ .. 

o 
× 

3 

3歳児クラスでも，野菜類の苦手の子どもに食

べやすく寸る方法として， 1 ~ 2歳児と同じく小

さく切ることに気をつけて調理をした(表 6)。

野菜妙めの味噌風味では味噌が原因からか，あま

り食べなかった。逆に野菜妙めの卵とじと五日

では小おく切る いるよう

だ。 いる。

きぴなごのように骨の多い魚は食べたがらない。

家庭でもきびなごはあまり調理しないらしい。

3歳児は戸外で食べることを楽しむことができ

るようになっている

していないようである。 1---2歳児と

3歳児も保育者の戸:判?で食べられる事が多いよ

うに感じられる。

ついて)

iAJは3歳の入関当初は，ほとんど何も

ない状態だった。阻R爵もうまくできず飲み込んで

しまっていた。おかずの量合少なくしたり細かく

切ってもらい，声をかけ励まして少しず、つ食べら
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れるようになった。

はまだあまり食べられなし

きぴなごの)吾揚げ

他の食物は時間を

かけてマイペースで食べているようだ。 9月の後

半ぐらいから色々食J 之られるようになった。 IAJ

が保育所の食事がほとんど食べられなかった原悶

として， に問題があったようだ。

に関する経験が少ないために， I AJ 

は給食の全ての食物がめずらしくヲ慣れるまでに

l
l
l
J
 

D
U
 

うとしない。食べず嫌いなところもある。家庭で

ことカ宝ないものカぎでると ことカfな

い」といってあまり まない。

ICJもとてもマイペースで時間などもあまり

にして 7J_:いようだ。小食で家庭でも好きな物ば

かり食べていたようだ。室内遊びが多いため空腹

く，食欲もわかない。

3歳児も保育者の声かけなどの関わりが，食べ

ようとする意欲にかなり影響しているようだ。 3

歳児以降の幼児に対する言葉かけはヲ励まし 9

努力の評価，説明といった自発的な食事をう

ながすようなものが効果的であり(近藤， 1987. 

1993.権藤， 1995)，本研究でも同様なこ

とが示唆された。

(3) 4歳児

4歳児クラスでは，食品別に苦手な物を上げ，

どのような調理法で食べるようになるかを調査し

た。人参ではグラッセのようにせい味がついてい

表 7. 4歳児の食率状況

牟田 雅子 胴坪 井敏 純 1611 

るものは子ども達にも人気がある。大根では酢の

物にすると，すつばさがだめらしく環境を変えで

もたべない。切干大根の妙、め物

らオ1..， はよく

ト
d、

でも同じことがいえる。 4歳児クラスでは屋外で

の食事をとても楽しみに，また励みにしていると

ころが札屋外で、の食事をもう少し多くすること

も考えたい。

4歳児には野菜が嫌いだった子が多かっ

4月の頃に比べるとよく食べるようになったと思

う。ただし酸っぱいものはどの子も苦手なよう

(個人記事議について)

偏食が多い I は家庭では好きなものだけ

えているといった状態のようだ。お弁当をみても，

揚げ物類がほとんどで野菜などは入っていない。

とても大きな身体をしているが活発に行動する方

ではなく，少し肥満が心配だ。

だが，煮しめや野菜妙めなど，野菜が原型を留め

ているものは特にだめなようだ。もちろん味も

予なのだろうがヲ視覚ですでに食欲がなくなるか

のような反応を示す。

r-B Jは以前は野菜類は全然食べられなかった

のだが，多少時間をかけると食べられるようになっ

た。酢が苦手でこれはまだあまり食べられない。

ICJは登園はいつも遅く，朝食と昼食の時間

があまりあいていないので食欲がわかないと推測

される。また煮物類は苦手であまり食べない。

材 ;f;f 人 参

調現 j去 グラッセ 煮しめ

環J克
戸外 。 。
室内 。 ム

現」
S言丞己 B C 。 ム ム



、7
口
U

4

・6
A

鹿児島女子短期大学紀要第33号 (1998)

(5) 5 されてしまうよう

を認知でき，

として食

5歳児では魚類が苦手の子どもが多いため，魚、

取り仁げ，調査をした。表8に結果を示し さらにその;場所

らないよう 事と結びつけることができ，

。従って細かい骨 などのプラス っているこ

?こ

で、ある(例えばきびなご，

もっすり身などにし

よう;こヲ といえる。

の明り

l土砂ブ1)は塩味よりも甘い味付け

きが好まれる。鯵ではムニエ)J/よりも醤

ども達にも好まれる。見布巻

}二にあまり好みでないjJ未イ寸きのよう

けとし A う っているとほとんど食べない。

環境が

された。調査例

につしミては， 5 

ること

いので明確訟ではないが，っの科浬の内 4

例に効果が出ている。食事を保育室から出て，戸

テ…ブjレを出したり，友達と…絡に食事をす

ることは，とても楽しい

も;韮むようだ。このよう

木原(近藤( 入江船他(1993)， 

る

と ながるのではないかと

きな

いと によっ といっfニマ

イナス感情が生み出されれば，

とが予想、される。

ア ちゅ

ペヨ 」

に苦手だ。魚、の骨を取るのに

時間がとてもかかる。家庭でもすり身にして出す

など母親も調理の工夫をしている。保育所で、もす

り身のさつまあげはよく食べている。

iBJ は家庭の事情で肉類を一切食べられない

ら聞いている

いものなどが

苦手のようだ。

iCJは本人も

も

ようなのだがう

しないことが

大江(なども指摘しておりヲこの研究でも 一因であろう。

を得た。 年長組の子は最終的には全員食べられるように

しか 7i点はま 1九 3 と 4~5 歳児に なったものの，骨の多い魚類は最後まで苦手なよ

なるのではないかという点 うだ、った。 しかし守田(は次のよう

て、、ある。つまり 1~ 2歳児では環境変化の効果は をしている。「魚、が嫌しミでも肉や卵を食べてくれ

あまり感じられず(保母が子ども

た印象として)， 3 

関わっ

ることで，

き宅 8， 5)歳児め状況

れば，たんぱく質や脂肪の不足はきたさないし m

を食べなくても，繊維やビタミンの多い果物

鯵 合青



{呆宵園児の食事環境と食欲

を くれればそれでよい」。む「しろ

とならないため

面が大きいのではないか

を〆考えれば，もう少し

めるような気がする。

という点

を楽し

、世

」

L〆」
事
」

の日

の~!7長見をしてみると，

牟田雅子，坪井敏純 167 

り， く ことはでさな

令

ることができた。

どもの生活時間

いため朝食と保育所の給食まで 戸ぐしミ

ども

いことがわかった。また睦眠不足からくる

くな

ほとんど味が{すいていなかったり，大人のツマミ 不振も考えられるようである。もちろん子どもに

のようでおかずになるものがないなど確かに残食 ふさわしい生活リズムがあることはいうまでもな

はあるようだ。家庭の味付けに慣 いが，保育所の生活リズムが日の前にいる閑j引こ

れていた子どもたちも，保育所に入って家庭と違・つ ふさわしいかということも問題にしなくてはなら

た味に慣れるまでに時間がかかるよう

ことはイ呆育完irのI来:付けにf員オLてきたの

かも[れない。また，冷凍食品など母親の手を省

いたものがとても多く感じる。忙しいなかで手作

りのお弁当を作るのは大変だと思うがヲ母親も残

を考えてもらいたい。このような子ども

くために

と園の食+rン

事を， きたい。と

「どうしたら，食事を楽しくたべられるかJと

の問から始まった本研究はヲ幾つかの側面から子

どもの食欲を生み出す要因を探ってきた。これま

ないだろう。つまり集団給食と

ゆえにけ可でも一緒という

の都合が先に来ていないかということなのでまる。

ふが

この調査は保護者への子どもの食事に対する

の喚起と共に，地域性を踏まえた保育所のありか

たを考えるきっかけとなった。

栽培については?好き嫌いを無くす効泉はあく

までも副次的効果としてとらえておく方がよし=と

思われる。

味付けの効果はヲ従来の研究

結果を支持している。 例え

甘くする，柔らかくする，などの効果である。

っぱい味，野菜，魚は偏食が原因とい

うよりも食べにくさや，慣れるまでに時間がかか

る，幼児期にはまだ無理などの原因が少なから

えば，卒園する頃には，好き嫌いに あるように思える。もちろ ほとんどIiに

ついてほとん

うになっている。

育を続ければ良いの

ならないほど食べられるよ

は，従来どおりの保

りヲ取り立てて問題にす

る必要はないのかもしれない。しかし最初に述べ

たように，保育所の給食は単に栄養補給にとどま

らず，心理的@社会的側面に重点が移ろうとして

いる時ヲより良いヲ豊かな人間らしい食事

ことが必要ではないだろうか。

本棚究では一保育所の限られた範囲の研究であ

しないことが食べられない原因を作っているケ w ー

スも見受けられた。今回の実践研究で来年の献立

の方向性を見出せたのではないかと思う。

食事の物理的環境として，食事の場所を変えて

調査を行った。明確ではないが， 4 ~ 5 

境変化が食欲に影響したがヲ 1 ~ 3歳児はそ

響は少ないように感じた。むしろ 1~- 3歳児は

事を促す保母の言葉かけが非常に大切だというこ

とが示唆された。
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